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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月29日(2012.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３５００ｍｍ２より大きな前面表面領域を具備する打撃フェースと、
　クラウン部分およびソール部分を有する後方本体部分であって、上記クラウン部分は上
記打撃フェースの上方部分に結合され、上記ソール部分は上記打撃フェースの下方部分に
結合される、上記後方本体部分と、
　上記打撃フェースの周囲を少なくとも部分的に包囲し、上記打撃フェースを上記後方本
体部分に結合する、傾斜付けられた遷移部分とを有し、
　上記打撃フェースは、当該ゴルフクラブヘッドにより実現できる最高ボール速度の少な
くとも９９．７％を伴う上記前面表面領域の領域として定義されるスイートスポットであ
って、上記打撃フェースの上記前面表面領域の１．５％を超える部分を包含する、上記ス
イートスポットを有する、ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　３５００ｍｍ２より大きな前面表面領域を具備する打撃フェースと、
　クラウン部分およびソール部分を有する後方本体部分とを有し、
　上記クラウン部分は上記打撃フェースの上方部分に結合され、上記ソール部分は上記打
撃フェースの下方部分に結合され、かつ、
　上記打撃フェースの上記前面表面領域は、さらに、
　上記打撃フェースの上記前面表面領域を横切ってほぼ水平方向にヒール部分からトウ部
分へと広がるバルジラジアスと、
　上記打撃フェースの上記前面表面領域を横切ってほぼ垂直方向にクラウン部分からソー
ル部分へと広がるロールラジアスとを有し、
　上記バルジラジアスは高トウから低ヒールの方向に傾斜し、かつ、
　上記ロールラジアスは高等から低ヒールの方向に傾斜するゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　３５００ｍｍ２より大きな前面表面領域を具備する打撃フェースと、
　クラウン部分およびソール部分を有する後方本体部分であって、上記クラウン部分は上
記打撃フェースの上方部分に結合され、上記ソール部分は上記打撃フェースの下方部分に
結合される、上記後方本体部分と、
　上記打撃フェースの周囲を少なくとも部分的に包囲し、上記打撃フェースを上記後方本
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体部分に結合する、傾斜付けられた遷移部分とを有し、
　上記打撃フェースは、楕円ファクタが０．５０より大きい楕円形状であり、
　上記楕円ファクタは、上記打撃フェースの短軸を上記打撃フェースの長軸で割ったもの
として定義される、ゴルフクラブヘッド。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　以上は、この発明の例示の実施例に関するものであり、以下の特許請求の範囲で示され
る発明の範囲および程度を逸脱することなく修正を行えることはもちろんであることに留
意されたい。
　以下、この発明の技術的特徴を列挙する。
［技術的特徴１］
　３５００ｍｍ２より大きな前面表面領域を具備する打撃フェースと、
　クラウン部分およびソール部分を有する後方本体部分であって、上記クラウン部分は上
記打撃フェースの上方部分に結合され、上記ソール部分は上記打撃フェースの下方部分に
結合される、上記後方本体部分と、
　上記打撃フェースの周囲を少なくとも部分的に包囲し、上記打撃フェースを上記後方本
体部分に結合する、傾斜付けられた遷移部分とを有し、
　上記打撃フェースは、当該ゴルフクラブヘッドにより実現できる最高ボール速度の少な
くとも９９．７％を伴う上記前面表面領域の領域として定義されるスイートスポットであ
って、上記打撃フェースの上記前面表面領域の１．５％を超える部分を包含する、上記ス
イートスポットを有する、ゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴２］
　上記スイートスポットは上記打撃フェースの幾何中心と同心である技術的特徴１記載の
ゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴３］
　上記スイートスポットの面積は７５．００ｍｍ２より大きい技術的特徴１記載のゴルフ
クラブヘッド。
［技術的特徴４］
　上記打撃フェースは、楕円ファクタが０．５０より大きい楕円形状であり、
　上記楕円ファクタは、上記打撃フェースの短軸を上記打撃フェースの長軸で割ったもの
として定義される技術的特徴３記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴５］
　上記長軸および上記短軸は高トウから低ヒールへの方向に傾く技術的特徴４記載のゴル
フクラブヘッド。
［技術的特徴６］
　３５００ｍｍ２より大きな前面表面領域を具備する打撃フェースと、
　クラウン部分およびソール部分を有する後方本体部分とを有し、
　上記クラウン部分は上記打撃フェースの上方部分に結合され、上記ソール部分は上記打
撃フェースの下方部分に結合され、かつ、
　上記打撃フェースの上記前面表面領域は、さらに、
　上記打撃フェースの上記前面表面領域を横切ってほぼ水平方向にヒール部分からトウ部
分へと広がるバルジラジアスと、
　上記打撃フェースの上記前面表面領域を横切ってほぼ垂直方向にクラウン部分からソー
ル部分へと広がるロールラジアスとを有し、
　上記バルジラジアスは高トウから低ヒールの方向に傾斜し、かつ、
　上記ロールラジアスは高等から低ヒールの方向に傾斜するゴルフクラブヘッド。
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［技術的特徴７］
　上記バルジラジアスおよび上記ロールラジアスの傾斜角度は１度から１６度の間である
技術的特徴６記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴８］
　上記バルジラジアスおよび上記ロールラジアスの傾斜角度は１度から８度の間である技
術的特徴６記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴９］
　上記打撃フェースの周囲を少なくとも部分的に包囲し、上記打撃フェースを上記後方本
体部分に結合する、傾斜付けられた遷移部分をさらに有し、上記傾斜付けられた遷移部分
は、上記ゴルフクラブヘッドの全表面面積のうちの高々３．０％を構成する技術的特徴７
記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１０］
　上記傾斜付けられた遷移部分は８５０ｍｍ２より小さい技術的特徴９記載のゴルフクラ
ブヘッド。
［技術的特徴１１］
　３５００ｍｍ２より大きな前面表面領域を具備する打撃フェースと、
　クラウン部分およびソール部分を有する後方本体部分であって、上記クラウン部分は上
記打撃フェースの上方部分に結合され、上記ソール部分は上記打撃フェースの下方部分に
結合される、上記後方本体部分と、
　上記打撃フェースの周囲を少なくとも部分的に包囲し、上記打撃フェースを上記後方本
体部分に結合する、傾斜付けられた遷移部分とを有し、
　上記打撃フェースは、楕円ファクタが０．５０より大きい楕円形状であり、
　上記楕円ファクタは、上記打撃フェースの短軸を上記打撃フェースの長軸で割ったもの
として定義される、ゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１２］
　上記長軸および上記短軸は高トウから低ヒールへの方向に傾く技術的特徴１１記載のゴ
ルフクラブヘッド。
［技術的特徴１３］
　上記長軸および上記短軸の傾斜は、３度より大きく、１６度より小さい技術的特徴１２
記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１４］
　上記打撃フェースは可変厚さを伴い、上記可変厚さは、さらに、
　厚い中央部分と、
　遷移部分と、
　薄い周囲部分とを有し、
　上記遷移部分は上記厚い中央部分を包囲し、
　上記薄い周囲部分は上記遷移部分を包囲し、
　上記厚い中央部分の上記遷移部分の内部への配置は、上記ゴルフクラブヘッドのソール
方向にバイアスされている技術的特徴１１記載のゴルフクラブヘッド。
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